
 

 

横浜市がん撲滅対策推進条例に基づく令和元年度実施状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※ 二重線は令和元年度新規の取組です。 ※ 本資料の項番号は、報告書の項番号と一致させています。 

 

１ がんの予防の推進（第６条関係） （報告書５ページ） 

区役所 健康福祉局 

喫煙、食生活等の生活習慣及び生活環境が健康に及ぼす影響について、普及啓発を行いました。 

・禁煙・喫煙防止啓発リーフレットを作成し、区民まつりや乳幼児健康診査、肺がん検診等で配布しました。 

・望まない受動喫煙を防止するため改正された健康増進法の全面施行に向け、店舗や市民への周知、専用コールセ

ンターによる問合せ対応を実施したほか、独自の取組として子どもを受動喫煙から守るための取組の方向性を取

りまとめました。 

  教育委員会事務局 

   市内中学校において、がん教育のモデル授業（公開）を開催し、学校長、教諭、養護教諭等とともに、外部講師（が

ん経験者）、県内の他自治体の担当者等とがん教育の方法や次年度以降の取組について意見交換を行いました。 
 

 

２ がんの早期発見の推進（第７条関係） （報告書７-13ページ） 
 

（１）がん検診の状況（報告書７-10ページ） 

健康福祉局 

一定の要件を満たす市民の方に、がん検診を実施しました。 

がん検診受診率の目標は、国と同様に４年度までに50％と

しています。３年ごとの国民生活基礎調査において実績を調

査していますが、直近の元年の調査結果では、胃がん、子宮頸

がん、乳がんは目標を達成しました。また、肺がん及び大腸が

んについても、受診率は向上しています。 

また、受診率向上に向けて、大腸がん検診の自己負担額を無

料化しました（３年間継続予定）。 

 

（３）各区局での主な取組（報告書12-13ページ） 

区役所 

子育て世代を対象とした乳がん触診モデルを用いての自己触診法の紹介や受診啓発、保健活動推進員によるイ

ベントでのがん検診に関する広報活動等を行いました。 

   

 

 

 

  25年調査 28年調査 元年調査 

胃がん 37.6％ 42.6％ 50.7％ 

肺がん 37.6％ 45.5％ 47.9％ 

大腸がん 35.8％ 41.9％ 44.6％ 

子宮頸がん 44.6％ 46.1％ 52.2％ 

乳がん 43.0％ 45.7％ 51.6％ 

《国民生活基礎調査に基づく受診率の実績》 

 

横浜市がん撲滅対策推進条例 第18条に基づき、 

令和元年度の横浜市のがん対策に関する施策の実施状況を報告します。 

「横浜市がん撲滅対策推進条例」は、横浜市のがん対策に関する施策の基本となる事項を定めることにより、 

がんの予防及び早期発見に資するとともに、全ての市民が適切ながんに係る医療を受けられるようにするための 

総合的ながん対策を推進することを目的に、平成 26 年第 2 回市会定例会において市会議員全員の提案により成立

し、10月に施行されました。 

 
 

 

 

 

 

 

   健康福祉局 

若い世代への子宮頸がん及び乳がん検診の啓発を目的に、市内大学の学生がデザイン

したポスターを市営地下鉄の駅やドラッグストアなどに掲示しました。また、大腸がん

啓発用トイレットペーパーを市庁舎・区役所内のトイレに設置したほか、ピンクリボン

かながわと連携したイベント等でがん検診についてのＰＲを行いました。 

   水道局 

     横浜市オフィシャルウォーター「はまっ子どうし Ｔｈｅ Ｗａｔｅｒ」のピンクリ

ボンボトルの製造・販売により、乳がん検診に関する啓発活動を行いました。 

     医療局 

医療を身近に感じていただく医療広報プロジェクトの一環として、ＳＮＳを活用し、若年層を通じた乳がんの

早期発見・早期受診の啓発を行いました。 

こども青少年局 

「子宮頸がん検診（細胞診）」は妊婦健康診査の検査項目となっており、妊婦健康診査費用補助券を母子健康手帳の

交付時に配布しました。 

 

３ がんに係る医療の充実（第８条関係） （報告書14-19ページ） 

 

（２）がんゲノム医療が行われている病院（報告書15ページ） 

がんの発症に関連した遺伝子を調べることで治療や診断に役立てる「がんゲノム医療」を受けられる病院とし

て、市内では、「がんゲノム医療拠点病院」が１か所（神奈川県立がんセンター）、「がんゲノム医療連携病院」が

６か所（市民病院、横浜市立大学附属病院、横浜市立大学附属市民総合医療センター、みなと赤十字病院など）指

定されています。 

 

（３）高度で先進的な医療技術（報告書16-17ページ）市民病院 横浜市立大学 

市民病院では、がんゲノム医療として、保険収載された遺伝子パネル検査を提供する「がんゲノム外来」を開始

しました。 

横浜市立大学附属病院では、従来１台だった手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」を２台体制としました。「ダ・

ヴィンチ」による手術では、前立腺がん等に加え、肺がん、縦隔腫瘍、咽喉頭がんに対象を拡大しました。また、

がんゲノム医療として、保険収載された遺伝子パネル検査の提供を開始しました。 

横浜市立大学附属市民総合医療センターでは、妊よう性温存外来を設置していることから、「神奈川県がん・生

殖医療ネットワーク」において、がん治療と生殖医療の連携体制の拡充などの活動を行っています。 

 

（５）横浜市乳がん連携病院（報告書18ページ）医療局 

   乳がん患者に対するチーム医療により、診療のほか患者支援や診療所との連携を積極的に推進する「横浜市乳

がん連携病院」として、新たに市民病院を指定しました（計５病院）。 

 

 

 

 

 

 

 

健康福祉・医療委員会 

令和２年９月 1 1 日 

医 療 局 

がん検診啓発ポスター 

裏面あり 



 

４ がん患者及びその家族等への支援（第９条関係） （報告書20-26ページ） 

（１）がんの相談（報告書20ページ）医療局 

   がん診療連携拠点病院等にはがん相談支援センターが設置されており、がんについて詳しい看護師や生活全般

について相談できるソーシャルワーカーなどが、がん患者やその家族等の相談に対応しています。 

 

（３）治療と仕事の両立支援（報告書20ページ）  医療局・経済局  

がんの治療と仕事の両立に向け、事業所の理解を深めていただくため、支援の流れや関係書式の記載例を盛り込

んだハンドブックや啓発ポスターを、市内事業所約5,000箇所に配布しました。 

中外製薬株式会社と医療に関する総合的な市民啓発に関する連携協定を結び、がん患者の就労支援に関するハ

ンドブックを４種類作成し、市内のがん診療連携拠点病院等へ配布しました。 

 

（４）ピアサポートの推進（報告書21ページ）医療局  

がん経験者やその家族が自身の経験を活かして相談に応じる（ピアサポート）場を増やすため、相談事業を実施

する市内６病院に対して補助を行いました。 

 

（５）アピアランス（外見）ケアへの支援（報告書22ページ）医療局  

がんの治療に伴う頭髪の脱毛に悩む患者の社会参加や就労継続を支援するため、ウィッグや帽子等の購入経費

の一部補助を行いました。 

医療者が、がん患者や家族への説明に使用するため、特に患者が悩むことの多い４か所のケアの方法を解説した

リーフレットを作成し、がん診療連携拠点病院等で活用しました。 

 

 
 

（６）若年者の在宅ターミナルケア支援（報告書23ページ）医療局  

   20～39 歳のがん末期と診断された方の在宅生活を支援するために、在宅療養の際に利用する訪問介護や福祉用

具貸与等のサービスにかかる経費の一部補助を行いました。 

 
 

（９）がん患者への支援（報告書26ページ） 

健康福祉局 

骨髄移植等により、予防接種を受けたワクチンの効果が期待できないと医師に判断された方のうち、任意で予防

接種の再接種を行う20歳未満の方に対して、経済的負担の軽減及び感染症予防を目的とした費用助成を開始しま

した。 

 

５ 緩和ケアの充実（第10条関係） （報告書27-28ページ） 

（１）緩和ケアの提供（報告書27ページ）医療局 

緩和ケア病床を有する病院は、市内に９病院（181床）あります。（令和２年３月31日現在） 

新たに２年度に緩和ケア病棟を開設する１病院に対して、整備費の補助を行いました。 

 

リーフレット 

 

（３）緩和ケアに関する市民啓発（報告書28ページ）医療局  

   がん治療を受ける際の本人・家族・医療スタッフのコミュニケーションのきっかけとしていただくことを目的

とした、「がん治療と療養についてのコミュニケーションツール」を作成し、市内の病院へ配布しました。 

 

（４）緩和ケア推進に向けた体制構築のための検討（報告書28ページ）医療局 

   がん患者の希望する場で、切れ目なく緩和ケアが提供されるよう、平成30年度から各分野の有識者を委員とす

る検討会を開催し、緩和ケア病棟のあり方や在宅での療養を含めた体制構築に向けた検討を行いました。 

 

６ 在宅医療の充実（第11条関係） （報告書29ページ） 

区役所・医療局 

在宅医療と介護の連携推進に向け、横浜市医師会と協働し、在宅医療連携拠点の運営（18区）を行いました。ま

た、地域の医療・介護に携わる職種への研修を行い、がん患者の在宅療養を支援しました。 

人生の最終段階について自分ごととして考えていただくため、「もしも手帳」を配布したほか、市民啓発の役割

を担う人材を育成するための研修資料を作成しました。 

 

７ 医療従事者の育成及び確保（第12条関係） （報告書29ページ） 

  医療局 

がんに関する専門看護師、認定看護師及び認定薬剤師等の養成のための経費を負担する医療機関に対し補助を

行い、がんに関する専門性の高い技術を持つ医療従事者の育成を支援しました。 

 

８ 情報の収集及び提供等（第13条関係） （報告書30-32ページ）

教育委員会事務局 

   市立図書館において、国立がん研究センターから寄贈資料を受け入れ、ブックリストやパンフレット、ちらしを

配布しました。 

健康福祉局  

   骨髄提供のための手術は、移植できる条件が適合しても身体的・時間的な負担が大きく、また収入減につながる

などの理由で都合がつかなくなることもあるため、ドナー（骨髄提供者）に対する支援として、骨髄移植ドナー助

成金交付事業を開始しました。 
 

９ がん研究の推進（第14条関係） （報告書33-34ページ） 

   医療局 

    横浜市立大学における先進的ながん治療に関する研究を支援するため、研究費及び研究を支援する人材の人件

費を補助しました。 

 

10 令和２年度のがん対策関連の主な新規・拡充事業 （報告書34ページ） 
 

 

【新規】 

・市民病院予防医療センターの設置    

・女性特有のがん検診に関する受診の障害要因調査 

・緩和ケアに関する医師育成支援  

【制度拡大】 

・若年がん患者の在宅療養支援（対象年齢の拡大、事業名称変更） 
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